
 

 

諏訪湖におけるオウチュウ Dicrurus macrocercus の長野県初記録 
 

井川 洋 1・笠原里恵 2,3・堀田昌伸 4 
 
 

2020 年 5 月 23 日に長野県中南部に位置する諏訪湖湖畔でオウチュウが観察された．これは長野県内に
おけるオウチュウの初めての記録である．オウチュウは全国的に記録があり，多くは渡りの時期に観察さ
れていることから，今回諏訪湖湖畔で観察されたオウチュウも渡り途中の個体であると考えられた．  
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1 はじめに 

 
日本を利用する渡り鳥の多くが減少傾向にある 1) 

～3)．その一方で，日本で観察される機会が増加して
いる種もある．本報告では，日本各地で観察記録は
あるものの 4), 5)，長野県では記録がなかったオウチ
ュウ Dicrurus macrocercus を 2020 年 5 月に県内中
南部に位置する諏訪湖湖畔で観察したので報告する． 

オウチュウ科  Dicruridae の種は現在世界に 29
種が知られており，アフリカとその周辺，また南ア
ジアから東アジア，東南アジアまで分布している 6)．
このうち，オウチュウはイラン東部からインド，イ
ンドシナ，中国東部から北東部，スリランカ，ジャ

ワ，バリ，台湾などで繁殖する 4)．北部に分布する
個体群は越冬のために南下する 7)． 

 
2 観察記録 

 
個体が長野県内で観察されたのは，2020 年 5 月

23 日の午前 6 時 8 分，諏訪湖南部（長野県諏訪市，
36°02'20.7"N 138°05'34.6"E，図 1）湖畔のヨシ原
とヤナギ科 Salicaceae の高木および低木が混在する
環境であった．個体は，湖岸線から 21m のヨシ原と
道路の境界付近に植えられたヤナギ科ヤナギ亜属 
Salix シダレヤナギ節 Subalbae の高さ約 15－17m
の樹木の樹冠部を 15 分程度短距離飛翔しながら，
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図 1 オウチュウが観察された場所（黒丸） 
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断続的にギーもしくはジージェというやや濁った金
属質な声で鳴き，その後，畑地や住宅地が点在する
南東の方向へと飛び去った．5 日後の 5 月 28 日には
観察されず，それ以降も観察されなかった．発見時
は，個体から約 10m 離れた場所から 12 倍の双眼鏡
を用いて観察し，撮影はデジタルズーム 10 倍のデ
ジタルカメラを用いた． 
観察された個体（写真 1）の全身は背面も腹面も

黒色で，背面には光沢が見られた．尾羽は中央尾羽
が最も短く外側へいくほど長くなる，深い凹尾型で
あった．大きさはヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 程
度であったが，ヒヨドリは角尾であり，全身も灰色
味や茶色味があるため容易に区別できる．個体のく
ちばしは黒く，直線的であった．頭部に冠羽などは
認められず，目の虹彩は遠目ではっきりとはわから
なかった．全身の色，大きさ，また特徴的な尾羽の
形状から，観察された個体はオウチュウ科オウチュ
ウ属 Dicrurus の種であると考えられた． 
これまで日本におけるオウチュウ科オウチュウ属

の種の記録は，オウチュウやハイイロオウチュウ  D. 
leucophaeus，カンムリオウチュウ D. hottentottus 
がある 4), 5)．ハイイロオウチュウはアフガニスタン
東部からヒマラヤやインドシナ，マレー半島などの

東南アジア，中国東部や北部まで広く分布し，北部
の個体群は冬季に南西部へ移動して越冬する 4)．カ
ンムリオウチュウもインドからインドシナ，中国中
央部から南部まで広く分布し，分布域の北部の個体
群が渡りをするとされる 4)．諏訪湖湖畔で観察され
た個体では，オウチュウ特有の口角に見られる白斑
が光の加減などから明確には確認できなかったため，
日本で過去に記録のある 3 種の形態や鳴き声につい
ての既存の情報と比較して種の同定を行った．ハイ
イロオウチュウには黒色系の亜種と灰色系の亜種の
両方がおり，黒色系の亜種はオウチュウに似る 8)．
黒色系のハイイロオウチュウの尾羽の凹型部は相対
的にオウチュウより深いとされるが，諏訪湖湖畔で
観察された個体では尾羽の凹型部の深さは明確では
なかった．ただし，ハイイロオウチュウの鳴き声は
濁らず連続的であり，観察された個体の鳴き声とは
特徴が一致しなかった．そのため，観察された個体
はハイイロオウチュウではないと判断した．また，
観察された個体ではカンムリオウチュウの特徴であ
る髪の毛のような細長い飾り羽が額から頭の後ろま
で伸びているか否かは確認できなかったが，カンム
リオウチュウの尾羽の外側の羽は背面方向に反り返
っていることや嘴がやや下向きに曲がっていること
9)を鑑みると，観察された個体はカンムリオウチュ
ウではないと判断された．岩田・小田谷 10)は，千葉
県で確認されたオウチュウの検討に際して，姿の特
徴が似ており熊本でさえずりの確認記録があるオウ
チュウカッコウ  Surniculus lugubris 11)や日本に記
録がまだないが南アジアや東南アジア，台湾などに
分布するヒメオウチュウ D. aeneus 12)とも比較を行
っている．諏訪湖湖畔で観察された個体の尾羽の下
面にはオウチュウカッコウのような白斑もしくは白
線は見られず，ピピピピピなどと連続的に鳴くオウ
チュウカッコウとは鳴き声も異なっており，また，
ヒメオウチュウに特徴的な背面の青緑色もしくは紫
色の強い金属光沢は今回観察された個体にはみられ
なかった．以上から，諏訪湖湖畔で観察された個体
はオウチュウと判断された．本種の幼鳥や当年生ま
れの若鳥は，羽色に茶色味やくすみがあり，下尾筒
や胸から腹にかけての羽毛の端が白いなどの特徴が
ある 7)．しかし，今回観察された個体にはそれらの
特徴は認められず，成鳥であると考えられた．一方
で，オウチュウは雌雄がほぼ同色であることから，
今回の個体の性は識別できなかった．オウチュウは

写真 1 諏訪湖湖畔のヤナギ類の高木で観察され
たオウチュウ Dicrurus macrocercus 
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もともと疎らな樹林を含む郊外の開放地や畑地に生
息し 7)，青森県でも開けた農耕地で記録されている
13)．今回個体が記録された疎らなヤナギの高木を含
む諏訪湖湖岸のヨシ原はこれらの環境と類似してい
た． 

我が国におけるオウチュウは 1976 年 4 月に西表
島ではじめて記録され，1980 年代以降は各地での観
察が増加した 5)．現在では，北海道の利尻島から本
州の青森県，千葉県，石川県，岐阜県，愛知県，静
岡県，九州地方まで広く観察されている 4), 5)．これ
らの観察の多くは 4－5 月の渡りの時期だが 5)，関東
では 12 月にも記録されている 10)．このように全国
的に観察数が増加し 5),長野県周辺の県ですでに観
察記録のある 4)オウチュウが，長野県で観察された
ことは不思議なことではない．本州でも内陸部に位
置する長野県では，堀田ら 14)のように，台風などに
伴って稀な種が観察されることがあるが，本個体が
観察された 5 月 23 日の直前 10 日間には台風や全国
的な強風など特異的な気象状況は確認できなかった
ため，全国での観察事例の多くと一致して，渡り途
中の個体が観察されたと考えられる．なお，調べた
限りではオウチュウの飼育記録は報告されておらず，
今回観察された個体が飼育個体の逸脱である可能性
は低いと考えられる． 

 
3 まとめ 

 
一般的に鳥類は，気候変動や土地利用の変化など

の様々な要因によって種の分布範囲に影響を受けう
るが 2), 15)，全国的にオウチュウやハイイロオウチュ
ウの観察記録が増加もしくはその地域が拡大してい
る背景は不明である．今後もこのような観察事例の
報告を埋没させることなく記録として残していくこ
とで，長い時間軸での県内および国内の鳥類相の変
化を把握し県版レッドリストの改定などの際に役立
つ資料となる． 
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First record of the Black Drongo (Dicrurus macrocercus)  
at the Lake Suwa in Nagano Prefecture, central Japan 
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